
令和６年度沼田まつり検討委員会（第７回）概要 
 

□日 時：令和７年２月２０日（木）午後 7時 03分～午後 8時 11分 

□場 所：テラス沼田７階 沼田商工会議所会議室 

□出席者：星野市長（委員長）、井熊会頭（副委員長）、山田観光協会長、青地区長会長、須

田副会頭、今井副会頭、塩浦副会頭、須田商業部会長、鈴木商店街連合会長、小菅

専務理事 

      

□検討事項 

（１）提言（案）について 

    沼田まつり実行委員会へ提出する「令和７年度沼田まつりに関する提言」及び「令和７

年度沼田まつり実行委員会熱中症対策活動指針」について、案の確認及び修正等を実施

した。 

 

 〔決定事項〕 

・「令和７年度沼田まつりに関する提言」及び「令和７年度沼田まつり実行委員会熱中

症対策活動指針」について、検討委員会で検討している事項を簡潔に入れ、市長と会

頭が確認した上で実行委員会に提出することとした。 

 

〔主な意見〕 

○祇園囃子競演会や子供みこし共演などの昼間の実行委員会行事が中止になった場合は当

日の夜や次の日へ変更するなど、代わりの実施方法を用意してあげたいが、そのような内

容が熱中症対策活動指針に表記されていない。その辺を含めどうすべきかだと思う。 

○祇園囃子競演会が一番テレビに映る部分である。練習している子どもたちも競演会の選手

になりたくて練習しているので、中止でなく別の実施方法も考えておいた方がいいと思う。 

○熱中症対策活動指針の内容に「暑さ対策に伴い、日付変更なども検討している」といった、

もう少し踏み込んだ意見を書いてもいいと思う。 

○毎年気候に左右されずに実施できる方法を考えるのも検討委員会だと思う。 

○天候に左右されない実施だと我々が思っているお祭りをできなくなってしまう。あくま

で本来の祭りがあり、それが中止となった場合に代わりのことを実施するのが、一番い

い方法だと思う。開催直近に中止するかどうかを協議して判断する仕組みにしていくし

かないのではないだろうか。 

○みこしは行き当たりばったりで実施できるが、まんどは蓄積した練習があるため、どうし

ても実施したいのだと思う。その気持ちから様々な意見が出されるところでもある。 

○代替措置を熱中症対策活動指針に明記するのは、実行委員会行事として示しがつかなくな

るので良くないと思う。おそらく、昨年は祇園囃子保存会の方々がこちらの気持ちを汲み、

中止となった場合に実施する保存会行事としての代替案を作っていたのだと思う。自主的

に行事を実施していただき、それに対して補助できるところを補助するのはどうだろうか。 

○自己責任で出る祭りであるが各区から熱中症の方針に関して意見が挙げられ、その意見

を元に指針を作り、実行委員会としてのスタンスを出しているわけでもある。 

○祇園囃子競演会は実行委員会行事になるまで努力してきた行事であるため、実行委員会

行事と関係ないとか、そうゆう行事ではないと思う。 



○日中の実行委員会行事を中止した場合、参加する子供たちが可哀想でもある。難しいと

ころではあるが、中止でも代替措置がある旨はやはり入れるべきだと思う。 

○昨年の指針内容だと中止する行事が分からず、大勢からどの行事が中止となるのかとい

う問い合わせがあった。中止行事は明記しておいた方がいいと思う。 

○指針発表の影響を受ける行事が分かっているのなら明確にしておいた方がいいと思う。 

○昨年のように指針に明記せずに中止となる行事を改めて周知する方法だと、関係ない行

事も中止になるのではないかと心配される方が多く出てしまう。 

○熱中症に関する基本姿勢は変えないため、この指針を出すのでいいと思う。 

○酷暑の中でも安全に配慮し実施するのであれば熱中症を予防することを大前提として考

えた行事を実施すべきである。熱中症対策活動指針の内容は変えない方がいいと思う。 

○子どもが一番練習したものが中止となるのはありえないと思うのが親心だと思う。それ

も考慮して開催方法で変えられる方法がないかということを昨年まで協議、提案してい

たが、テクニカルな問題でもある。 

 

（２）その他（蛇みこしの沼田まつり参加に関する相談） 

沼田まつりへ蛇みこしが参加を希望している旨の相談が記者よりあったことが報告さ

れ、今後どのように対応するか議論された。 

 

 〔決定事項〕 

・老神の蛇みこしについて、沼田まつりに参加する意向があるか、責任者へ確認する。 

 

〔主な意見〕 

  ○蛇みこしの参加相談に来たのが記者であり、責任者が直接相談に来ていない。本当に蛇

みこしが沼田まつりに参加したいのか、参加団体との温度差が心配である。 

  ○記者はやりたいと言っているが、蛇みこしの責任者がどう思っているかが今の状況だと

分かりづらい。 

  ○沼田の話題性として良いことだと思って記者が話をしてきたのだと思う。参加するかど

うかは蛇みこしの団体に聞いてみてからである。 

  ○この検討委員会で意見をまとめた上で、参加意向があるのかを聞ければいいと思う。 

  ○実行委員会全員が賛同して沼田まつりに出られる話でもあるので門前払いは原則しない

方がいいと思う。まずは事務局に話を伺ってもらい、確認してもらうのでいいと思う。 


